
〈
天
〉

〈
天
〉春
場
所
の
仕
切
り
昂
ま
り
無
観
客

春
場
所
の
仕
切
り
昂
ま
り
無
観
客 

　

腰
越　

松
原　
　

薫

　

腰
越　

松
原　
　

薫

　

今
こ
の
句
の
様
な
こ
と
が
普
通
に
起
こ
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ

　

今
こ
の
句
の
様
な
こ
と
が
普
通
に
起
こ
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
事
を
直
接
言
は
ず
に
春
場
所
を
述
べ
た
。下
五
が
必
見
。

イ
ル
ス
の
事
を
直
接
言
は
ず
に
春
場
所
を
述
べ
た
。下
五
が
必
見
。

〈
地
〉

〈
地
〉馬
酔
木
咲
く
正
し
き
事
は
ま
げ
ら
れ
ず

馬
酔
木
咲
く
正
し
き
事
は
ま
げ
ら
れ
ず

 

　

藤
沢
市　

青
木
寿
美
子

　

藤
沢
市　

青
木
寿
美
子

　

こ
の
よ
う
な
心
持
ち
を
一
句
に
す
る
場
合
は
何
と
言
っ
て
も
季

　

こ
の
よ
う
な
心
持
ち
を
一
句
に
す
る
場
合
は
何
と
言
っ
て
も
季

題
。
は
っ
き
り
と
言
い
切
っ
て
い
て
気
持
ち
良
い
作
品
。

題
。
は
っ
き
り
と
言
い
切
っ
て
い
て
気
持
ち
良
い
作
品
。

〈
人
〉

〈
人
〉段
葛
人
影
消
え
し
花
の
昼　

段
葛
人
影
消
え
し
花
の
昼　

 

笛
田　

上
田　

満
喜

笛
田　

上
田　

満
喜

　

普
段
と
違
い
人
影
が
な
い
花
の
昼
。
早
く
終
息
を
願
い
た
い
。

　

普
段
と
違
い
人
影
が
な
い
花
の
昼
。
早
く
終
息
を
願
い
た
い
。

時
を
得
て
山
ふ
く
ら
ま
す
桜
か
な　

時
を
得
て
山
ふ
く
ら
ま
す
桜
か
な　

 

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

　

桜
は
咲
き
出
し
て
か
ら
散
る
ま
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
こ
の

　

桜
は
咲
き
出
し
て
か
ら
散
る
ま
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
こ
の

句
は
山
桜
で
あ
る
が
、そ
の
時
間
の
経
過
を
見
事
に
詠
ん
で
い
た
。

句
は
山
桜
で
あ
る
が
、そ
の
時
間
の
経
過
を
見
事
に
詠
ん
で
い
た
。

霾つ
ち
ふ

つ
ち
ふ

り
て
見
え
ざ
る
敵
に
怯
え
つ
つ　

り
て
見
え
ざ
る
敵
に
怯
え
つ
つ　

 

笹
目
町　

出
藏
か
お
る

笹
目
町　

出
藏
か
お
る

　

中
七
で
日
本
を
震
撼
と
さ
せ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
の
状
態
が
出
た
。

　

中
七
で
日
本
を
震
撼
と
さ
せ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
の
状
態
が
出
た
。

賑
や
か
に
貝
ひ
ら
き
け
り
浅
蜊
汁　

賑
や
か
に
貝
ひ
ら
き
け
り
浅
蜊
汁　

 

材
木
座　

有
野　

冬
花

材
木
座　

有
野　

冬
花

　

細
部
ま
で
目
線
が
行
き
渡
っ
て
幸
福
感
が
あ
り
、動
画
の
よ
う
。

　

細
部
ま
で
目
線
が
行
き
渡
っ
て
幸
福
感
が
あ
り
、動
画
の
よ
う
。

東
塔
落
慶
延
期
の
春
を
惜
し
み
け
り
薬
師
寺　

植
木

東
塔
落
慶
延
期
の
春
を
惜
し
み
け
り
薬
師
寺　

植
木 

風
見
風
見 

玲
子
玲
子

五
月
来
ぬ
一
木
一
草
輝
け
り　

五
月
来
ぬ
一
木
一
草
輝
け
り　

 

大
船　

添
田　

洋
子

大
船　

添
田　

洋
子

花
の
道
友
と
語
ら
ふ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク　

花
の
道
友
と
語
ら
ふ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク　

 

手
広　

高
口　

道
宏

手
広　

高
口　

道
宏

花
盛
り
見
つ
め
て
一
句
思
い
出
す　

花
盛
り
見
つ
め
て
一
句
思
い
出
す　

 

寺
分　

市
田　

惠
子

寺
分　

市
田　

惠
子

隣
家
の
庭
い
っ
ぱ
い
に
諸
葛
菜　

隣
家
の
庭
い
っ
ぱ
い
に
諸
葛
菜　

 

今
泉　

小
林
刀
羊
子

今
泉　

小
林
刀
羊
子

遠
目
に
も
む
ら
が
り
白
し
雪
柳　

遠
目
に
も
む
ら
が
り
白
し
雪
柳　

 

逗
子
市　

佐
藤　

信
子

逗
子
市　

佐
藤　

信
子

朝
一
番
女
医
の
水
や
り
ク
ロ
ッ
カ
ス　

朝
一
番
女
医
の
水
や
り
ク
ロ
ッ
カ
ス　

 

藤
沢
市　

一
色
千
穗
子

藤
沢
市　

一
色
千
穗
子

御
浸
し
の
は
ず
の
菜
の
花
瓶
に
生
け　

御
浸
し
の
は
ず
の
菜
の
花
瓶
に
生
け　

 

藤
沢
市　

三
浦　

和
子

藤
沢
市　

三
浦　

和
子

春
果
て
ぬ
人
の
心
を
置
去
り
て　

春
果
て
ぬ
人
の
心
を
置
去
り
て　

 

藤
沢
市　

槇
野
あ
さ
子

藤
沢
市　

槇
野
あ
さ
子

地
球
上
に
か
げ
ろ
は
ぬ
も
の
新
コ
ロ
ナ　

地
球
上
に
か
げ
ろ
は
ぬ
も
の
新
コ
ロ
ナ　

 

城
廻　

小
美
野
京
子

城
廻　

小
美
野
京
子

花
散
ら
し
世
の
せ
つ
な
さ
を
清
め
け
り　

花
散
ら
し
世
の
せ
つ
な
さ
を
清
め
け
り　

 

梶
原　

吉
田　

健
二

梶
原　

吉
田　

健
二

夜
桜
や
舞
台
の
ご
と
く
道
照
ら
す　

夜
桜
や
舞
台
の
ご
と
く
道
照
ら
す　

 

岡
本　

森
田　
　

孝

岡
本　

森
田　
　

孝

冴
え
返
る
五
輪
延
期
と
夜
の
報　

冴
え
返
る
五
輪
延
期
と
夜
の
報　

 

城
廻　

塩
田　

文
子

城
廻　

塩
田　

文
子

雪
囲
い
解
か
れ
る
木
々
の
武
者
振
い　

雪
囲
い
解
か
れ
る
木
々
の
武
者
振
い　

 

岡
本　

鳴
海　

紀
政

岡
本　

鳴
海　

紀
政

星
野　

高
士　

選

星
野　

高
士　

選

花
柄
の
く
つ
を
は
か
さ
れ
柴
犬
は
さ
な
が
ら
花
び
ら
散
ら
し
て
歩

花
柄
の
く
つ
を
は
か
さ
れ
柴
犬
は
さ
な
が
ら
花
び
ら
散
ら
し
て
歩

む 

逗
子
市　

湊　

美
根
子

逗
子
市　

湊　

美
根
子

　

映
像
と
し
て
の
鮮
明
さ
と
美
し
さ
が
あ
る
。

　

映
像
と
し
て
の
鮮
明
さ
と
美
し
さ
が
あ
る
。

降
り
や
ま
ぬ
弥
生
の
雪
に
満
開
の
桜
は
白
く
ま
ぎ
れ
ゆ
く
な
り

降
り
や
ま
ぬ
弥
生
の
雪
に
満
開
の
桜
は
白
く
ま
ぎ
れ
ゆ
く
な
り

 

大
船　

小
笹
岐
美
子

大
船　

小
笹
岐
美
子

　

交
錯
す
る
桜
の
薄
紅
と
雪
の
白
さ
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　

交
錯
す
る
桜
の
薄
紅
と
雪
の
白
さ
が
目
に
浮
か
ぶ
。

人
寄
れ
ば
ぷ
か
り
ぷ
か
り
と
浮
き
あ
が
り
春
の
金
魚
は
餌
を
求
め

人
寄
れ
ば
ぷ
か
り
ぷ
か
り
と
浮
き
あ
が
り
春
の
金
魚
は
餌
を
求
め

る 

片
瀬　

中
村　
　

喬

片
瀬　

中
村　
　

喬

　

穏
や
か
な
春
の
風
景
が
見
え
る
よ
う
だ
。

　

穏
や
か
な
春
の
風
景
が
見
え
る
よ
う
だ
。

真
ん
中
に
ふ
く
ら
み
持
た
せ
見
栄
え
よ
き
マ
ス
ク
作
れ
と

真
ん
中
に
ふ
く
ら
み
持
た
せ
見
栄
え
よ
き
マ
ス
ク
作
れ
と
息

こ

子
よ

り
の
電
話

り
の
電
話 

今
泉
台　

下
田　

和
夫

今
泉
台　

下
田　

和
夫

　

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
世
に
於
け
る
一
種
の
ゆ
と
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
世
に
於
け
る
一
種
の
ゆ
と
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

初
雪
は
ふ
は
り
舞
ひ
来
る
ボ
タ
ン
雪
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
浄
化
せ
む

初
雪
は
ふ
は
り
舞
ひ
来
る
ボ
タ
ン
雪
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
浄
化
せ
む

と
や
と
や 

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

招
か
ざ
る
妖
怪
コ
ロ
ナ
闊
歩
し
て
蟄
居
令
い
づ
花
の
盛
り
に

招
か
ざ
る
妖
怪
コ
ロ
ナ
闊
歩
し
て
蟄
居
令
い
づ
花
の
盛
り
に

 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

ス
ト
ー
ル
を
や
わ
ら
に
た
た
み
ふ
ん
わ
り
と
膝
元
お
お
う
車
い
す

ス
ト
ー
ル
を
や
わ
ら
に
た
た
み
ふ
ん
わ
り
と
膝
元
お
お
う
車
い
す

の
婦ひ

と

ひ

と人 

岡
本　

鳴
海　

紀
政

岡
本　

鳴
海　

紀
政

今
日
よ
り
は
春
用
コ
ー
ト
を
着
て
行
か
む
歌
の
教
室
に
ク
ッ
キ
ー

今
日
よ
り
は
春
用
コ
ー
ト
を
着
て
行
か
む
歌
の
教
室
に
ク
ッ
キ
ー

持
ち
て

持
ち
て 

藤
沢
市　

一
色
千
穗
子

藤
沢
市　

一
色
千
穗
子

松
の
芯
に
ぎ
は
ひ
立
て
る
緑
み
て
ヒ
ト
の
叡
智
と
努
力
を
信
ず

松
の
芯
に
ぎ
は
ひ
立
て
る
緑
み
て
ヒ
ト
の
叡
智
と
努
力
を
信
ず

 

玉
縄　

杉
山
ま
す
ゑ

玉
縄　

杉
山
ま
す
ゑ

戦
争
を
知
ら
ず
に
終
え
た
は
ず
の
わ
れ
ウ
イ
ル
ス
戦
に
巻
き
込
ま

戦
争
を
知
ら
ず
に
終
え
た
は
ず
の
わ
れ
ウ
イ
ル
ス
戦
に
巻
き
込
ま

れ
た
り

れ
た
り 

藤
沢
市　

三
浦　

和
子

藤
沢
市　

三
浦　

和
子

出
勤
の
朝
々
遺
影
に
挨
拶
し
息
子
は
生
き
抜
く
亡
き
母
支
え
に　

出
勤
の
朝
々
遺
影
に
挨
拶
し
息
子
は
生
き
抜
く
亡
き
母
支
え
に　

 

寺
分　

田
中　

快
昌

寺
分　

田
中　

快
昌

香
山　

静
子　

選

香
山　

静
子　

選
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●
初
夏
、
甦
る
力
の
象
徴

●
初
夏
、
甦
る
力
の
象
徴

　

５
月
。
夏
近
し
。
樹
々
の

　

５
月
。
夏
近
し
。
樹
々
の

若
葉
は
緑
。光
が
眩
し
い
。土

若
葉
は
緑
。光
が
眩
し
い
。土

中
で
は
筍
が
芽
を
吹
く
。
新

中
で
は
筍
が
芽
を
吹
く
。
新

芽
の
十
日
間
（
旬
）
を
筍
と

芽
の
十
日
間
（
旬
）
を
筍
と

名
づ
け
、
後
は
竹
と
呼
ぶ
。

名
づ
け
、
後
は
竹
と
呼
ぶ
。

　

古
代
中
国
で
は
竹
の
芽
＝

　

古
代
中
国
で
は
竹
の
芽
＝

筍
は
「
生
薬
」
、
精
力
剤
と

筍
は
「
生
薬
」
、
精
力
剤
と

し
珍
重
さ
れ
た
。
ま
た
我
が

し
珍
重
さ
れ
た
。
ま
た
我
が

国
で
は

国
で
は
稈か

ん
か
ん

の
空
間
を
神
聖
視

の
空
間
を
神
聖
視

し
、
逞
し
い
成
長
力
を
畏
怖

し
、
逞
し
い
成
長
力
を
畏
怖

し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
平
安

し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
平
安

初
期
の
「
竹
取
物
語
」
。

初
期
の
「
竹
取
物
語
」
。

　

さ
ら
に
竹
の
し
な
や
か
な

　

さ
ら
に
竹
の
し
な
や
か
な

弾
力
は
竹
細
工
に
重
宝
。
生

弾
力
は
竹
細
工
に
重
宝
。
生

活
用
具
や
民
芸
品
な
ど
身
近

活
用
具
や
民
芸
品
な
ど
身
近

な
素
材
と
し
て
親
し
ん
だ
。

な
素
材
と
し
て
親
し
ん
だ
。

　

同
じ
竹
で
も
中
世
に
は
華

　

同
じ
竹
で
も
中
世
に
は
華

道
や
茶
道
に
取
り
入
れ
ら

道
や
茶
道
に
取
り
入
れ
ら

れ
、
わ
び
・
さ
び
の
美
意
識

れ
、
わ
び
・
さ
び
の
美
意
識

に
曲
線
の
美
も
創
造
。

に
曲
線
の
美
も
創
造
。

　

江
戸
期
、〝
美
〞
を
追
う

　

江
戸
期
、〝
美
〞
を
追
う

心
は
〝
食
〞
へ
向
け
ら
れ
、

心
は
〝
食
〞
へ
向
け
ら
れ
、

筍
の
人
気
は
高
く
、
竹
藪
に

筍
の
人
気
は
高
く
、
竹
藪
に

は
盗
人
が
出
没
。
江
戸
川
柳

は
盗
人
が
出
没
。
江
戸
川
柳

に
は
〝
親
竹
は
子
を
盗
ま
せ

に
は
〝
親
竹
は
子
を
盗
ま
せ

ぬ
垣
と
な
る
〞
と
あ
り
、
こ

ぬ
垣
と
な
る
〞
と
あ
り
、
こ

こ
に
は
盗
人
に
手
を
焼
く
様

こ
に
は
盗
人
に
手
を
焼
く
様

子
が
窺
え
る
。

子
が
窺
え
る
。

　

ま
た
浮
世
絵
に
は
、
竹
藪

　

ま
た
浮
世
絵
に
は
、
竹
藪

で
掘
り
た
て
の
筍
を
大
事
そ

で
掘
り
た
て
の
筍
を
大
事
そ

う
に
小
脇
に
抱
え
た
着
物
姿

う
に
小
脇
に
抱
え
た
着
物
姿

の
美
女
た
ち
を
絵
師
・
豊
国

の
美
女
た
ち
を
絵
師
・
豊
国

が
華
麗
に
写
し
て
い
る
。

が
華
麗
に
写
し
て
い
る
。

　

気
に
な
る
の
は
食
用
に
適

　

気
に
な
る
の
は
食
用
に
適

し
た
孟
宗
竹
の
発
祥
の
地
。

し
た
孟
宗
竹
の
発
祥
の
地
。

そ
れ
は
京
都
・
長
岡
、

そ
れ
は
京
都
・
長
岡
、
乙お

と
お
と

訓く
に
く
に

地
区
の
寂
照
院
、
境
内
に

地
区
の
寂
照
院
、
境
内
に

「
日
本
孟
宗
竹
発
祥
の
地
」

「
日
本
孟
宗
竹
発
祥
の
地
」

の
碑
が
み
ら
れ
る
。
鎌
倉

の
碑
が
み
ら
れ
る
。
鎌
倉

期
、
僧
・
道
元
が
中
国
か
ら

期
、
僧
・
道
元
が
中
国
か
ら

帰
国
し
た
際
、
こ
の
地
に
移

帰
国
し
た
際
、
こ
の
地
に
移

植
し
た
と
い
う
。

植
し
た
と
い
う
。

　

筍
の
誕
生
仏
を

　

筍
の
誕
生
仏
を

　

掘
り
起
こ
す　

森

　

掘
り
起
こ
す　

森 

澄
雄
澄
雄

　みんな武蔵小山生まれ、　みんな武蔵小山生まれ、
鎌倉育ち。来た時はまだ鎌倉育ち。来た時はまだ
500500g位 のチビだったのg位のチビだったの
で、名前は「で、名前は「ちびた・ちびちびた・ちび
こ・ちびみこ・ちびみ」。お客さまに」。お客さまに
は営業スマイルで対応しては営業スマイルで対応して
います。 います。 
 由比ガ浜　渡辺さん方 由比ガ浜　渡辺さん方

●
ペ
ッ
ト
の
写
真
募
集
！

ペ
ッ
ト
の
写
真
募
集
！

掲
載
後
、
そ
の
写
真
を
カ
レ

掲
載
後
、
そ
の
写
真
を
カ
レ

ン
ダ
ー
に
し
て
進
呈
し
ま
す
。

ン
ダ
ー
に
し
て
進
呈
し
ま
す
。

住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
、１
面

住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
、１
面

題
字
下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

題
字
下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

●
第
5555
回
記
念
鎌
倉
美
術
展

回
記
念
鎌
倉
美
術
展

中
止
の
お
知
ら
せ

中
止
の
お
知
ら
せ

鎌
倉
朝
日
３
月
号
・
４
月
号

鎌
倉
朝
日
３
月
号
・
４
月
号

で
ご
案
内
し
た
鎌
倉
美
術
展

で
ご
案
内
し
た
鎌
倉
美
術
展

は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
作

は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
作

品
の
公
募
も
中
止
し
ま
す
。

品
の
公
募
も
中
止
し
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
、
今
後
も
催
し
の
変
更

策
で
、
今
後
も
催
し
の
変
更

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
開
催
の

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
開
催
の

有
無
は
問
い
合
わ
せ
先
に
随

有
無
は
問
い
合
わ
せ
先
に
随

時
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

時
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

川
喜
多
映
画
記
念
館

　

▽

　

▽
企
画
展
「
映
画
ポ
ス
タ

企
画
展
「
映
画
ポ
ス
タ

ー
の
革
命
―
Ａ
Ｔ
Ｇ
（
ア
ー

ー
の
革
命
―
Ａ
Ｔ
Ｇ
（
ア
ー

ト
・
シ
ア
タ
ー
・
ギ
ル
ド
）

ト
・
シ
ア
タ
ー
・
ギ
ル
ド
）

の
挑
戦
」

の
挑
戦
」
６
月
６
月
1414
日
ま
で
。

日
ま
で
。

２
百
円
。

２
百
円
。

　

▽

　

▽
関
連
映
画

関
連
映
画
５
月
５
月
1919
・
2121

・
2323
日
1414
時
、
時
、
2424
日
1010
時
半
時
半

「
気
狂
い
ピ
エ
ロ
」

「
気
狂
い
ピ
エ
ロ
」
、
2020
・

2222
・
2424
日
1414
時
「
薔
薇
の
葬

「
薔
薇
の
葬

列
」
列
」
、
2929
・
3030
・
3131
日
1414
時

「
絞
死
刑
」

「
絞
死
刑
」
。
各
千
円
。
▽

。
各
千
円
。
▽

シ
ネ
マ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
俳
優

シ
ネ
マ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
俳
優

加
藤
茂
雄

加
藤
茂
雄
５
月
５
月
1515
・
1717
日
1010

時
「
曽
根
崎
心
中
」

「
曽
根
崎
心
中
」
各
千
各
千

円
、
中
学
生
以
下
５
百
円
。

円
、
中
学
生
以
下
５
百
円
。

1414
・
1616
日
1313
時
「
浜
の
記

「
浜
の
記

憶
」
憶
」
＋
「
曽
根
崎
心
中
」

「
曽
根
崎
心
中
」
＋

ト
ー
ク
、

ト
ー
ク
、
1515
・
1717
日
1313
時

▼
鎌
倉
芸
術
館
の
催
し

鎌
倉
芸
術
館
の
催
し

▽
鈴
木
大
介
と
め
ぐ
る
音
楽

鈴
木
大
介
と
め
ぐ
る
音
楽

の
旅　
の
旅　

６
月
６
月
2828
日
1414
時
。
ギ

時
。
ギ

タ
ー
鈴
木
大
介
・
伊
藤
ゴ
ロ

タ
ー
鈴
木
大
介
・
伊
藤
ゴ
ロ

ー
、
チ
ェ
ロ
水
谷
川
優
子
さ

ー
、
チ
ェ
ロ
水
谷
川
優
子
さ

ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
・
日
本
・
フ

ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
・
日
本
・
フ

ラ
ン
ス
の
曲
を
。
３
８
０
０

ラ
ン
ス
の
曲
を
。
３
８
０
０

「
浜
の
記
憶
」

「
浜
の
記
憶
」
＋
「
鎌
倉
ア

「
鎌
倉
ア

カ
デ
ミ
ア　

青
の
時
代
」

カ
デ
ミ
ア　

青
の
時
代
」
＋

ト
ー
ク
。
ト
ー
ク
付
千
６
百

ト
ー
ク
。
ト
ー
ク
付
千
６
百

円
、
中
学
生
以
下
８
百
円
。

円
、
中
学
生
以
下
８
百
円
。

☎
2323
・
２
５
０
０

・
２
５
０
０

▼
鯉
の
ぼ
り

鯉
の
ぼ
り

　

５
月
下
旬
ま
で
逗
子
ホ
ー

　

５
月
下
旬
ま
で
逗
子
ホ
ー

ム
せ
せ
ら
ぎ
園
庭
。
約
２
百

ム
せ
せ
ら
ぎ
園
庭
。
約
２
百

匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
遊
泳
。
☎

匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
遊
泳
。
☎

０
４
６
・
８
７
３
・
２
５
０
１

０
４
６
・
８
７
３
・
２
５
０
１

円
。
▽

円
。
▽
東
京
楽
所
「
雅
楽
の

東
京
楽
所
「
雅
楽
の

世
界
〜
七
夕
に
響
く
古
の
調

世
界
〜
七
夕
に
響
く
古
の
調

べ
」
べ
」
７
月
７
月
1212
日
1414
時
。
管
絃

時
。
管
絃

・
舞
楽
。
４
千
円
〜
。
☎
０

・
舞
楽
。
４
千
円
〜
。
☎
０

１
２
０
・
１
１
９
２
・
４
０

１
２
０
・
１
１
９
２
・
４
０

▼
鎌
倉
音
楽
ク
ラ
ブ

鎌
倉
音
楽
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

春
の
コ
ン
サ
ー
ト

春
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

５
月

　

５
月
3131
日
逗
子
文
化
プ
ラ

日
逗
子
文
化
プ
ラ

ザ
で
の
公
演
は
延
期
。
日
比

ザ
で
の
公
演
は
延
期
。
日
比

谷
方
☎

谷
方
☎
2525
・
１
６
１
１

・
１
６
１
１

▼
逗
子
の
市

逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

（
雨
天
中
止
）

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
５
月
５
月

2222
日
９
〜

日
９
〜
1515
時
。雑
貨
・
衣
類

時
。雑
貨
・
衣
類

・
手
造
り
品
な
ど
約

・
手
造
り
品
な
ど
約
2020
店
。
店
。

▽
骨
董
市

骨
董
市
2323
日
８
〜

日
８
〜
1515
時
。
時
。

出
店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０

出
店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０

９
０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

９
０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　

食
を
通
じ
て
多
世
代
交

　

食
を
通
じ
て
多
世
代
交

流
。
５
月

流
。
５
月
2727
日
ソ
ン
べ
カ
フ

日
ソ
ン
べ
カ
フ

ェ
、
ェ
、
2929
日
鎌
倉
静
養
館
、
い

日
鎌
倉
静
養
館
、
い

ず
れ
も

ず
れ
も
1616
時
。
大
人
４
百

時
。
大
人
４
百

円
、
子
ど
も
２
百
円
。
申
込

円
、
子
ど
も
２
百
円
。
申
込

不
要
。
渡
邊
方
☎
０
９
０
・

不
要
。
渡
邊
方
☎
０
９
０
・

５
１
９
９
・
１
６
５
４

５
１
９
９
・
１
６
５
４

▼
歌
の
サ
ロ
ン

▼
歌
の
サ
ロ
ン　

５
月
は
中

　

５
月
は
中

止
。古
川
方
☎

止
。古
川
方
☎
2222
・
２
１
３
１

・
２
１
３
１

▼
鎌
倉
て
ら
こ
や

▼
鎌
倉
て
ら
こ
や　

５
月
は

　

５
月
は

未
定
。
☎

未
定
。
☎
8484
・
９
７
４
６

・
９
７
４
６

▼
鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

▼
鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

　

７
月
ま
で
中
止
。
☎
０
９

　

７
月
ま
で
中
止
。
☎
０
９

０
・
２
６
３
３
・
３
７
１
５

０
・
２
６
３
３
・
３
７
１
５

▼
鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

▼
鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

　

８
月
ま
で
中
止
。
鎌
倉
ガ

　

８
月
ま
で
中
止
。
鎌
倉
ガ

イ
ド
協
会
☎

イ
ド
協
会
☎
2424
・
６
５
４
８

・
６
５
４
８

℻  ℻  
2424
・
６
５
２
３

・
６
５
２
３

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し

　

５
月
の
「
み
ど
り
の
ボ
ラ

５
月
の
「
み
ど
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
は
未
定
。

ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
は
未
定
。

☎
2323
・
６
６
２
１

・
６
６
２
１

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と

も
に
も
に　

５
月
の
山
歩
き
と
山

　

５
月
の
山
歩
き
と
山

の
手
入
れ
は
中
止
。
北
鎌
倉

の
手
入
れ
は
中
止
。
北
鎌
倉

の
景
観
を
後
世
に
伝
え
る
基

の
景
観
を
後
世
に
伝
え
る
基

金
☎
金
☎
4545
・
７
４
２
０

・
７
４
２
０

▼
鎌
人
い
ち
場

▼
鎌
人
い
ち
場

　

５
月
は
中
止
。

　

５
月
は
中
止
。

▼
憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い

▼
憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い

「
出
会
い
こ
そ
、
生
き
る
力
」

「
出
会
い
こ
そ
、
生
き
る
力
」

　

５
月
３
日
鎌
倉
商
工
会
議

　

５
月
３
日
鎌
倉
商
工
会
議

所
で
の
講
演
は
中
止
。
市
文

所
で
の
講
演
は
中
止
。
市
文

化
人
権
課
☎

化
人
権
課
☎
6161
・
３
８
７
０

・
３
８
７
０

｢気狂いピエロ｣｢気狂いピエロ｣
（藍野純治）（藍野純治）

「曽根崎心中」「曽根崎心中」

季
節
の
心

季
節
の
心

佐
伯　

仁

佐
伯　

仁

筍
を
掘
る

44

鎌倉市中央図書館（３月分）鎌倉市中央図書館（３月分）
購入新図書のリスト抄購入新図書のリスト抄

美術館・文学館めぐり

　

鎌
倉
朝
日

　
　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　
　

サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　

材
木
座
一
―
一
◯
―
三

　

材
木
座
一
―
一
◯
―
三
七
―
一
◯
三

―
一
◯
三

 

☎

 

☎
2222
―
３
２
３
６

―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　

長
谷
一
―
一
―
九

　
　
　

長
谷
一
―
一
―
九

 

☎

 

☎
2222
―
１
０
０
４

―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
北
鎌
倉

Ａ
Ｓ
Ａ
北
鎌
倉

　

大
船
四
―
二
一
―
二
〇　

ア
ー
バ
ン

　

大
船
四
―
二
一
―
二
〇　

ア
ー
バ
ン

　

ハ
イ
ツ
１
Ｆ

　

ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎

 

☎
3838
―
７
３
２
２

―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

Ａ
Ｓ
Ａ
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